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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年10月3日(2019.10.3)

【公表番号】特表2018-525426(P2018-525426A)
【公表日】平成30年9月6日(2018.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2018-034
【出願番号】特願2018-510980(P2018-510980)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/70     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/437    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4375   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０５Ｃ
   Ｃ０７Ｄ  471/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｋ    9/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/48     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/08     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/70     ４０１　
   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/22     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/16     　　　　
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   Ａ６１Ｐ   31/14     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/20     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/18     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   11/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ   11/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   33/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   33/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/39     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/437    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  471/14     １０２　
   Ａ６１Ｋ   31/4375   　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月23日(2019.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：

【化１】

　［式中、
　Ｒ３及びＲ４は、一緒になって縮合ベンゼン環、縮合ピリジン環、縮合シクロヘキセン
環、又は縮合テトラヒドロピリジン環を形成し、前記縮合ベンゼン環、縮合ピリジン環、
縮合シクロヘキセン環、又は縮合テトラヒドロピリジン環は、非置換であるか、１又は複
数のＲ基で置換されているかのいずれかであり、
　Ｒは、ハロゲン、ヒドロキシル、アルキル、アルコキシ、ハロアルキル、－Ｃ（Ｏ）－
Ｏ－アルキル、－Ｃ（Ｏ）－ＯＣＨ２Ｐｈ、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－アリール、アミノ、アルキ
ルアミノ、及びジアルキルアミノ、アリール、アリールアルキレニル、アリールオキシア
ルキレニル、アリールアルキレンオキシ、アリールオキシ、ヘテロアリール、ヘテロアリ
ールアルキレニル、ヘテロアリールオキシアルキレニル、ヘテロアリールアルキレンオキ
シ、及びヘテロアリールオキシからなる群から選択され、前記アルキル、アリール、アリ
ールアルキレニル、アリールオキシアルキレニル、アリールアルキレンオキシ、アリール
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オキシ、ヘテロアリール、ヘテロアリールアルキレニル、ヘテロアリールオキシアルキレ
ニル、ヘテロアリールアルキレンオキシ、及びヘテロアリールオキシ基は、非置換である
か、アルキル、アルコキシ、ハロゲン、ハロアルキル、ヒドロキシル、ヒドロキシアルキ
レニル、アルコキシアルキレニル、アリールアルキレンオキシ、ニトリル、アミノ、アル
キルアミノ、及びジアルキルアミノからなる群から独立して選択される１又は複数の置換
基によって置換されていることができ、
　Ｒ１は、－Ｗ－Ｘ－Ｎ（Ｒ５）－Ｃ（＝ＮＨ）－ＮＨ２、
　－Ｗ－Ｚ－Ｎ（Ｒ５）－Ｃ（＝ＮＨ）－ＮＨ２、及び
【化２】

からなる群から選択され、
　Ｗは、共有結合、－Ｏ－、及び－ＮＨ－からなる群から選択され、
　Ｘは、アルキレン、アルケニレン、及びアルキニレンからなる群から選択され、前記ア
ルキレン、アルケニレン、及びアルキニレン基のいずれも、１又は複数の－Ｏ－基により
任意に介在されていてもよく、
　Ｚは、
　－Ｘ－アリーレン－Ｘ－、
　－Ｘ－ヘテロアリーレン－Ｘ－、
　－Ｘ－アリーレン－、及び
　－Ｘ－ヘテロアリーレン－からなる群から選択され、
　Ｒ２は、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、－Ｏ－アルキル、ヒドロキシアル
キレニル、アルコキシアルキレニル、アルキルアミノアルキレニル、ヒドロキシル、－Ｃ
Ｈ２－ＮＨ－Ｏ－アルキル、及び－ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－アルキルからなる群から選択さ
れ、
　Ｒ５は、水素、アルキル、アリールアルキレニル、アルコキシアルキレニル、アリール
オキシアルキレニル、ベンジルオキシアルキレニル、アリール－（ＣＨ２）２～６－Ｏ－
アルキレニル、及びシクロアルキルアルキレニルからなる群から選択され、前記アルキル
、アリールアルキレニル、アルコキシアルキレニル、アリールオキシアルキレニル、ベン
ジルオキシアルキレニル、アリール－（ＣＨ２）２～６－Ｏ－アルキレニル、及びシクロ
アルキルアルキレニル基のいずれも、非置換であるか、ハロゲン、ヒドロキシル、アルコ
キシ、アルキル、ハロアルキル、及びニトリルからなる群から独立して選択される１又は
複数の置換基で置換されているかのいずれかであることができ、
　Ｑは、結合、－ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ

２ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－、及
び－ＯＣＨ２－からなる群から選択される］の化合物、
　又は製薬上許容されるその塩。
【請求項２】
　Ｒ１が、－Ｗ－Ｘ－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（＝ＮＨ）－ＮＨ２、及び－Ｗ－Ｚ－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（
＝ＮＨ）－ＮＨ２からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物又は塩。
【請求項３】
　Ｗが、共有結合又は－Ｏ－である、請求項１又は２に記載の化合物又は塩。
【請求項４】
　Ｘが、１又は複数の－Ｏ－基により任意に介在されていてもよいアルキレンである、請
求項１～３のいずれか一項に記載の化合物又は塩。
【請求項５】
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　Ｚが、－Ｃ１～５アルキレン－アリーレン－Ｃ１～５アルキレン－又は－Ｃ１～５アル
キレン－ヘテロアリーレン－Ｃ１～５アルキレン－である、請求項１～４のいずれか一項
に記載の化合物又は塩。
【請求項６】
　Ｒ２が、水素、アルキル、アルコキシアルキレニル、アルキルアミノアルキレニル、及
びヒドロキシアルキレニルからなる群から選択される、請求項１～５のいずれか一項に記
載の化合物又は塩。
【請求項７】
　式ＸＩＩＩ：
【化３】

　［式中、
　Ｒ１Ｂは、－ＸＢ－Ｎ（Ｒ５Ｂ）－Ｃ（＝ＮＨ）－ＮＨ２、
　－ＺＢ－Ｎ（Ｒ５Ｂ）－Ｃ（＝ＮＨ）－ＮＨ２、及び

【化４】

からなる群から選択され、
　ＸＢは、アルキレン、アルケニレン、及びアルキニレンからなる群から選択され、前記
アルキレン、アルケニレン、及びアルキニレン基のいずれも、１又は複数の－Ｏ－基によ
り任意に介在されていてもよく、
　ＺＢは、
　－ＸＢ－アリーレン－ＸＢ－、
　－ＸＢ－ヘテロアリーレン－ＸＢ－、
　－ＸＢ－アリーレン－、及び
　－ＸＢ－ヘテロアリーレン－からなる群から選択され、
　Ｒ２Ｂは、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、－Ｏ－アルキル、ヒドロキシア
ルキレニル、アルコキシアルキレニル、アルキルアミノアルキレニル、ヒドロキシル、－
ＣＨ２－ＮＨ－Ｏ－アルキル、及び－ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－アルキルからなる群から選択
され、
　Ｒ５Ｂは、水素、アルキル、アリールアルキレニル、アルコキシアルキレニル、アリー
ルオキシアルキレニル、ベンジルオキシアルキレニル、アリール－（ＣＨ２）２～６－Ｏ
－アルキレニル、及びシクロアルキルアルキレニルからなる群から選択され、前記アルキ
ル、アリールアルキレニル、アルコキシアルキレニル、アリールオキシアルキレニル、ベ
ンジルオキシアルキレニル、アリール－（ＣＨ２）２～６－Ｏ－アルキレニル、及びシク
ロアルキルアルキレニル基のいずれも、非置換であるか、ハロゲン、ヒドロキシル、アル
コキシ、アルキル、ハロアルキル、及びニトリルからなる群から独立して選択される１又
は複数の置換基で置換されているかのいずれかであることができ、
　ＱＢは、結合、－ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｃ
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Ｈ２ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－、
及び－ＯＣＨ２－からなる群から選択される］の化合物、
　又は製薬上許容されるその塩。
【請求項８】
　Ｒ１Ｂが、－ＸＢ－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（＝ＮＨ）－ＮＨ２、及び－ＺＢ－Ｎ（Ｈ）－Ｃ（＝
ＮＨ）－ＮＨ２からなる群から選択される、請求項７に記載の化合物又は塩。
【請求項９】
　ＸＢが、１又は複数の－Ｏ－基により任意に介在されていてもよいアルキレンであり、
ＺＢが、－Ｃ１～５アルキレン－アリーレン－Ｃ１～５アルキレン－又は－Ｃ１～５アル
キレン－ヘテロアリーレン－Ｃ１～５アルキレン－である、請求項７又は８に記載の化合
物又は塩。
【請求項１０】
　Ｒ２Ｂが、水素、アルキル、アルコキシアルキレニル、アルキルアミノアルキレニル、
及びヒドロキシアルキレニルからなる群から選択される、請求項７～９のいずれか一項に
記載の化合物又は塩。
【請求項１１】
　請求項１に記載の化合物又は塩の治療有効量を、製薬上許容される担体と組み合わせて
含む、医薬組成物。


	header
	written-amendment

